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非侵襲的手法による新しい
がん診断法の開発と今後の展望

がんの早期発見は，死亡率の低減や発病の初期段階での効果的治療に欠かせない国を挙げての重要
な医療課題である。これまで我々は，病気に関係する揮発性代謝物質（Volatile Organic Compound： 
VOC）を解明するための研究を理工学の立場から実施し，最近，口腔がん患者から採取した唾液中の
VOC を独自で開発したガスクロマトグラフィ質量分析（GC/MS）手法により高感度に分析することを
可能にしている。今後，がんの超早期発見につながる革新的診断技術を確立し，唾液や尿などの体液
中に含まれる VOC の定性・定量的分析からより精度の高い非侵襲的で体に負担の少ない癌検査・診断
技術の完成を目指している。従来の技術に比べ，技術優位性が非常に高く，画期的ながん診断スク
リーニングサービスへの応用が期待できる。
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